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監修医より 高齢がん患者さんでは、がん治療に際して様々な合併症やストレスを抱える場合が少な
くなく、特に認知症を伴う患者さんでは、痛みや不安などに対して想定外の反応を示す
こともあります。がん薬物療法に際しては、こうした患者さんや家族 •介護者の思いに十
分に寄り添って臨みましょう。

がん治療による合併症、痛みなど

・痛みの認識ができないために、パニックを起こしたり、不安や焦燥感が強く出たりする

・�苦痛があることを家族（介護者）や医療者に対して説明することができず、その訴えとして
大声を出したり、パニックを起こしたりする

表1　認知症の行動・心理症状（BPSD）
・せん妄
・抑うつ
・興奮
・徘徊
・睡眠障害
・妄想　ほか
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栄養・水分摂取の状況（低栄養・脱水）

家族（介護者）と医療者の情報共有に

「いっしょがいいね」みんなとつながる交換ノート
　家族（介護者）が認知症の人への対応で心配や困りごとを抱えて
しまうと、患者さんの療養を維持できなくなることがあります。

家族（介護者）が気がかりなことや思いを自由に吐き出すことが
できるノートなどを活用することで、認知症の人がいる前では話し
にくいこともチームで共有し、適切に介入していくことが、患者さ
んのがん治療継続にもつながります。

服用される方とご家族・介護者向け指導用資材一覧
https://med2.daiichisankyo-ep.co.jp/dementia/shidousen/?certification=1

「いっしょがいいね」みんなとつながる交換ノート
https://med.daiichisankyo-ep.co.jp/shizai/files/77/20200717150450_5482_file_txt.pdf
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がん治療に対する不安やストレス
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